
■ ホオズキ産地で、タバコ微斑モザイクウイルス（TMGMV）およびトマトモザイクウイルス（ToMV）による
葉やがくのえそ、モザイク症状が問題となっています。

■ホオズキ栽培では一般的に前作の地下茎を次作の苗とする栄養繁殖が行われているため、一度ウイ
ルスが発生すると次作以降も蔓延しやくなっています。
■2015年の現地調査で、実生苗の利用によりウイルス症状を軽減できる可能性が明らかになりました。
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背景・目的

実生苗の利用することでウイルス病による品質低下が軽減できる

成果の内容

成果の活用方法(又は期待される効果)
■モザイク症状の発生したホオズキ栽培ほ場では、地下茎の栄養繁殖よる経年苗を実生苗に変えるこ
とにより、ウイルス病による品質の低下が軽減できます。

留意点
■病原ウイルスは種子伝染するため、使用する種子は必ず乾熱滅菌処理を行う必要があります。

図３ 汚染土壌に定植した
実生苗の状況

図２ 汚染土壌に定植した経年苗の状況
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■ 実生苗のウイルス症状発生株率は、調査期間
を通じて経年苗の２割前後と少なくなります（図１）。

■ 経年苗は、定植８週間後の４月時点で、実生苗
の３倍以上の株でウイルス症状が発生することか
ら、次作でのウイルス発生は、土壌による伝染より
も地下茎の経年利用が主因と考えられます（図１）。

■ 汚染圃場に定植した場合、実生苗においてもウ
イルス症状は発生します。残渣の適正処分等、総
合的な対策を行う必要があります（図１）。図１ 汚染圃場における実生苗および経年苗のウイル

ス症状発生株率の推移（％）

葉のモザイク症状

葉色の濃淡や草丈の不揃い？

株全体に発生したモザイク症状


